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ガバナー挨拶／ガバナー代理　氏原勲様

　皆様こんにちは。本来ならば井上雅雄ガバナーが来るはずでしたが、体調を崩してしまいました。

ガバナーより挨拶文を預かってきましたので、代読させていただきます。

　国際ロータリー2620地区静岡第四分区IMの開催ご苦労様でございます。IMは静岡第四分区437名

9クラブが集まって開かれる会合であります。会員全員参加のこの会合の目的は、会員相互の親睦と

、知識を広めることであって、さらに会員にロータリー情報を伝え、奉仕の理想を勉強するために開

催されます。本年は静岡産業大学学長、大坪檀先生の「日本の将来は明るい」という講演を中心に、前

後に本会議を行う計画をたてられました。私たちロータリアンは職業を基盤に、その繁栄と増大に努

力し、そこから社会に対する奉仕や国際的な奉仕を、また次世代の育成や、世代間の融和や強調の思

想が生まれてきます。日本が世界の平和に貢献するためにも、今回のテーマは素晴らしいものです。

今日一日を有意義に、夢に向かって前進するための研修の機会として下さい。もう一度世界的規模で考え、地域で実行していく

ロータリーの姿勢を確認して下さい。本年度のテーマ「率先しよう」を挙げて、ロータリー活動に邁進して下さるようお願いし、

ご挨拶とかえさせていただきます。

※スペースの都合で各文面を省略させて頂きました。詳細はホームページをご覧下さい。（11月上旬掲載予定）

講演講演講演

演題「日本の将来は明るい」

講師：静岡産業大学学長

大坪　檀　様

1.　2007年問題　日本の分岐点

・日本の人口減少の始まり�「歴史始まって以来」
・日本の大学全入の始まり�「教育改革」
・団塊世代の大量定年� 「金持ち社会の出現」
・100歳人口30000人� 「長寿社会の出現」
・外国人労働者の受け入れ�「労働のビッグバン」
・大観光時代の始まり
・北京オリンピック前年
・情報化社会の新時代
・景気の新記録� 「日本の自信回復」
・政治の大転換� 「2大政党制の確立」

2.　新社会設計の基本
　　人口減少　長寿化　情報化　高所得化　国際競争

・脱年齢主義　年齢に折る差別・定年制廃止
・人事管理→人材管理
・知識編重→創造　価値創造
・自己実現教育　成功の意味　人生教育　社会貢献
・他律→自立　自助努力
・視点の転換→マーケティング志向
・自虐的志向からの脱皮→ミライ志向
・豊かな社会での生き方
・地域社会の時代　地方の時代　地域の文化
・ジャパニーズドリーム　ロマン　夢　志


